
新
規
採
用
職
員
研
修
会

期
　
日
　
令
和
五
年
五
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日

会
　
場
　
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

参
加
者
　
七
十
八
名

　

令
和
四
年
度
以
降
の
中
途
採
用
職
員
及
び
令
和
五

年
度
新
規
採
用
職
員
を
対
象
と
し
て
、
保
育
施
設
に

勤
務
す
る
職
員
と
し
て
の
態
度
や
心
構
え
、
ま
た
日

常
勤
務
に
必
要
な
一
般
常
識
を
習
得
す
る
た
め
に

「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
①
～
⑥
ま
で
の
講
義
を
二
日
間
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
目

　

講
義
①
は
、「
保
育
園
・
こ
ど
も
園
等
の
使
命
と
役

割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
静
岡
県
保
育
連
合
会
の
土
山

会
長
に
よ
る
講
義
で
し
た
。
県
保
育
連
合
会
の
組
織

や
活
動
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
の
問
題
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後

の
対
応
、
ま
た
、
保
育
界
動
向
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
義
②
は
、「
保
育
者
の
使
命
と
役
割
」
～
あ
な
た

に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
静

岡
県
保
育
士
会
の
吉
川
会
長
に
よ
る
講
義
で
し
た
。

保
育
士
会
の
組
織
や
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

私
た
ち
保
育
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
、
常
に

学
ぶ
気
持
ち
を
持
ち
、
日
々
の
保
育
に
取
り
組
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
③
は
、「“
新
人
保
育
者
”
の
責
任
と
プ
ラ
イ

ド
～
責
任
重
大
‼
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
人
生
が

～
」と
い
う
テ
ー
マ
で
小
田
原
短
期
大
学
名
誉
学
長
・

名
誉
教
授
の
小
沼
肇
氏
に
よ
る
講
義
で
し
た
。
新
聞

の
記
事
や
専
門
誌
の
コ
ラ
ム
な
ど
を
用
い
て
保
育
者

の
責
任
の
重
大
さ
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
④
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
時
の
論
理
的
な
判
断
と

行
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
～
ス
マ
ホ
時
代
の
子
育
て

に
関
わ
る
皆
さ
ま
へ
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
浜
松
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
所

代
表
（
理
事
長
）
の
長
澤
弘
子
氏
に
よ
る
講
義
が
行

わ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
や
、使
い
方
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目

　

講
義
⑤
は
、「
子
ど
も
と
絵
本
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

株
式
会
社
駿
河
こ
ど
も
の
と
も
社
取
締
役
高
林
快
晴

氏
に
よ
る
講
義
で
し
た
。
様
々
な
場
面
で
の
絵
本
の

世
界
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
発
達
に
合
わ
せ
た
絵
本

の
紹
介
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
最
後
の
講
義
で
は
、
実
行
委
員
長
の
中
村

章
啓
氏
と
共
に
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
、
自
分
の

長
所
を
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
、
明
日
か

ら
の
保
育
に
生
か
す
た
め
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
義
⑥
「
保
育
者
と
し
て
の
あ
り
方
～
服
務
接
遇

～
と
い
う
テ
ー
マ
で
コ
ー
チ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
静

岡
代
表
の
土
方
良
子
氏
の
講
義
で
し
た
。
講
義
の
内

容
は
保
育
者
と
し
て
の
服
務
接
遇
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
し
て
非
常
に
内
容
の
濃
い
講
義
で
し

た
。
参
加
者
同
士
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
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